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第23回寒地技術シンポジウム(2007）
より｡F3-1InIn(1:1）の二層フィルター はその機能(性が良好にルター としての性能を発揮していないことを考慮すると，こ
発揮されている．単層qF3minについては，Ｅｂは粉塵負荷のの複層方式の効果は大きいと言える．
初期段階から急速に低下しており，単層賑31nInのみではブイ次にＦｉｇ６における咋3-2mm(l:1）の二層フィルター につ
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いて考察する単層庵2mInのみの島は単層qF31nmほどでは
ないものの，粉塵負荷の初期段階から低下傾向を示した．ま
た，QF3-2Inln(1:1)の二層式フィルター にしても,集塵効率は
ほとんど単層‘jF2Imnと同じ傾向を示すことがわかった．集
塵効率の粉塵負荷に対する低下率は比較的穏やかで，且つ破
過の生じる粉塵負荷は（kg/m2程度まで維持されている.圧
力損失については単相＠F2ｍｍよりかなり低い値で推移して
いることから，この粒子の組合せでも一定の効果があること
が理解される
Figs5，および６における理論値はQF3-llnln(1:1)二層フィ
ルターにおける集塵効率，並びに圧力損失が実験値とよく合
う傾向を示した．咋3-2InIn(l:1)では実験値と若干ずれる．こ
れは単層QF3Inmが理論値からかなりはずれるための影響が
出ていると思われる．cF3InInの比較的大きい憶材粒子になる
と本理論値では網羅できない要因が濯在する可能性がある．
ただ，二層式にしても集塵効率が小さい粒子に影響されてあ
まり低下しないことや破過の特性については定性的によく合
致している
Fig.7では,QF3-2mm(l:1)と‘jF3-2mm(2:1)の集塵効率(砂，
並びに圧力損失を実験値において比較した．これより集塵効
率,圧力損失とも両者の傾向はほとんど変わらないことがわ
かるFig7左図をみると，αＦ２１ｍの漏材粒子を使用した複層
フィルター はα1戸31nｍ単層と比べると集塵効率の急激な低下
を抑止し，〃二5kg/､fの破過まで比較的高い集塵効率を維持し
ているものの，集塵効率の低下傾向は〃の初期から依然現れ
ており，庵3mm単層で発生した集塵効率の急激な低下を抑止
仕切れていないまた，‘jk=2ｍｍ潅材粒子層の厚さを増加さ
せても，集塵効率,圧力損失の改善に効果があるとは言えな
い今後，αF2InIn漏材粒子の組合せについては，その特性も
含めて更に検討する必要があると思われる．
５．おわりに
固定層式グラニュラーリングフィルターの高い集塵効率を
維持しながら，ガス流入における圧力損失を低下させる方法
として，複層式機能'性フィルターを提案し，その基本特性に
ついて理論と実験から考察した.潟材粒子径‘jF3mmと1,nInの
組合せによる複層式フィルターを用いた場合，滴材粒子径
咋1mmの単層フィルター とほぼ同程度の高い集塵効率と破過
曲線を維持しながら，圧力損失を半分以下に低減できること
がわかった．また，ｉ慮材粒子径aF3mlnと２１nmの組合せでは，
庵３，単層フィルター で生じる粉塵負荷初期段階での急激な
集塵効率の低下を抑止し，〃,匡5kg/In2まで破過を発生させない
効果を確認できた．また圧力損失の低下には大きな効果があ
った．しかし，庵3-2mm(1:1)の複層式でも，qF3-2lnIn(2:1）
とあまり変化せず，粉塵負荷の初期段階において集塵効率が
徐々に低下する現象は依然抑止し切れていない．これは今後
検討が必要である．複層式機能/性フィルターの条件を更に明
6０
確にすることは設計に有用なものになると考えられる．
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